
平成20年10月3省合同審議会   

既存化学物質審査物質  

（人健康影響・生態影響）  

に係る分解性 ・蓄積性データ   



1／1ヘーソ  既存点検結果表示  

既存化学物質安全性点検データ   

経済産業公報（平成13年1月5日以前は通産省公報）公表内容  

濃縮性  データの説明分解性   

公表名称   公表年月日   
書棟性がない又は  

1．5－ジアミノナフクレン   平成元年12月28日  れる化学物質   

物質情報   

構造式  

CAS番号  2243－62－1  

点検対象物質名称   1．5－ジアミノナフタレン  

官報公示名称  官報公示整理番号   
1．5－ジアミノナフタリン  

分解性  

試験方法  

試験期間  試験物質濃度  活性汚泥濃度   
4週間   100ppm   30ppm   

濃縮性  

低濃縮性  

試験方法  濃縮度試験  

ヰ8TLm値（48hr）  

31．5mg／し  

濃度設定  濃縮倍率   

第1濃度区   20叫〟L   く0．4 －1．5   

第2濃度区   20叶〆し   く4・5   

総合検索システムヘ  
2243－62－1  

前画面に戻る  

Copyhght2002（C）NatJOna＝nsdtLrteOfTechnolowandEvalua心onAl）＾dltSreSerVed・  

2008／10／17   httD：／／wwvv．safe．nite．goJp／data／hazkizon／pk▼kizon＿disp．html？k＿nO＝0602A  



既存点検結果表示  1／Zヘーン■  

既存化学物質安全性点検データ   

経済産業公報（平成13年1月5日以前は通産省公報）公表内容  

データの説明分解性濃縮性  

公表年月日   点検結果   
N．N－ジシクロヘキシルー1，3－ベンソテアゾ1  
ルー2－スルフェンアミド  難分解性かつ高濃縮  

【官報公示整理番号：5－256］  
平成17年12月22日  性であると判断される  

［CAS番号：4979－32－2］  公表名称  物質   

物質情報   

構造式  

＿ニーー‡三  

CAS番号  4979－32－2  

点検対象物質名称   N，N－ジシクロヘキシルー2－ベンソテアゾリルスルフェンアミド  

官報公示整理番号  官報公示名称  

N－モノ又はジシクロヘキシルー2－ベンゾチアソリルスルフェンアミド  

分解性  

難分解性  

試験方法   

試験物質濃度  活性汚泥濃度  試験装置  試験期間  

濃縮性  

高濃縮性  

試験方法   濃縮度試験  

48TLm値（48hr）  

〉130rn8／し  

試験装置  

第2濃度区  100い〆L   

・第1濃度区は10週間で試験を終了した。  
【脂質含有量］  
第1、2濃度区 3．9％  
第3濃度区4．0％  

2008／10／17   http：／／www．safe．nite．gojp／data／hazkizon／pk＿kjzon＿djsp．html？k＿nO＝123l  



∠／∠ヘーン  既存点検結果表示  

濃度設定  濃縮倍率   

第1濃度匡   1ド〆L   11刃－3950   

第2濃度区   0．1p〆L   3380・一 7310   

【脂質含有量］  

第1濃度区 4．0％  
第2濃度区 3．7％  

濃縮性2  

高濃縮性  

試験方法  濃縮度試験  

LC50値（96hr）  

〉250mg／L  

試験装置  ト   試験期間   魚種   脂質含量（％）   

標準   42日間   コイ   
開始前  終7後  

云両‾¶  2，1  

濃度設定   濃縮倍率（BCFss）   

ー 第1濃度区   0・01p〆L   6000   

総合検索システムヘ  
4979－32－2  

前画単に長る  

Copyright2002（C）NatjonalInstituteofTechnoIogyandEvaluatjonAIJrightsreserved・  

2008／10／17   http：／／www．safe．nite．goJp／data／hazkizon／pk＿kizon＿disp．htrnL？k－nO＝123l  



整理番号 K－1759  （NEDO 334，3－0526）  分 解 庚 試 験  分 解 度 試 験  分 解 慶 試 験   

2．4－ジー上古㌧「‘－ベンチルフェノー／レ（120－95－6）  事業対象年度  平成17年度    契 約   年  月  日    契 約   年  月  日  

稚期間  17．7．11－17．11．7    珊期間  識期間  

稚装置   ㊨・拝    乱瞳置  標・秤    維装せ  標・輝   

構造式（示性式）・物理化学的性状   試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験 濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質    耶／L  被験物質   mg／L  

鍔   汚  泥  30【ng／L  汚  泥    ロg／L  汚  泥   叩／L  

H〕C‾？‾て勘  
本試験期間  4 週間    本棚期間  週間    本試験期間  週間  

分子式ClもH260 
CH2職 
分子量234．38  間  間  

純度 ；：才：三   外 観 黄色液体  試  試  試  
不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  験  験  結  験  

①不明1．6‡◆1  対水4．59叫／L（25℃）  
②残り0，3％は不明●2  （フラスコ法）  臭  果   

接   捷  
結 果  

5．45皿g／L（20℃）  按  
（カラム溶出法）  

対テトラヒドロフラン10g／L以上  
審査都会   第 49 回  書査部会   弟   回  審査部会   第   回   

融 点  26．2℃   1－オククノール／水分配係数  17年11月18日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   
logPoY＝5．6（肝LC法）＝  

沸 点  291．5℃  判 定   難分解性  判 定  判 定   

蒸気圧  9．49×101pa（25℃）  加水分解性   備 考  備 考  
pH4．7．9 加水分解性なし  1．回収率  

比 重＝ d三0 0．930   
3．特記事項  

（水十被験物質）系94．4％・分解度の平均値が負の債に算出  

LDso－3 330Ⅰ屯／kg（ml，】笥t）  解離定数  （汚泥＋被験物質）系95．2％されたため、0と表記した。  

pKa＝11．86（20℃）  

IRチャートの有無 ㊨・無   （分光光度法）  
・被験物質残留率（％）  

試紺イ上   

用 途＝ 添加剤（樹脂用・油用）、その他（書子材料等製品用）   

生産量－5（16年）製造及び輸入1，000－10，000t未満   そ吉富雷票化学物質評価研棚豪案軍等  －298098  －396197  

試 料  購入先 ①ACROSORG〟†ICS ②東京化成工業   
・被験物質は一部ソーダライムに   

経済産業公報発表年月日  年   月   日   吸着した。  

♯1ACROSORGANICS添付資料による。■2東京化成工業添付資料による。＊3TheSigha－AldrichLibraryofRegl11atoryandSafetyDataによる。  
叫溶離液‥メタノール／りん酸緩衝液（pH3．0）（3／1，／，）埼化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。①分解度試験 ②分配係数試験及び濃縮度試験   

濃縮度試験  事業対象年度 平成19年度  濃縮度試験  年   月   日  毒 性 試 験   

1試験期間  19． 5．11～19． 9．10            試験期間  年 月 日   

試験儀層㊧・拝l肋値0・獅嘔／L（96hr）摘（ヒメダカ）            試験装雇標・拝卜c50億 叫／L（h）鯛（）   

水槽設定ホ度（いg／L）  水槽設定濃度（ ）  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  経過  

被験物質                                    HCO－40    凡〟－ジメチル ホルムアミド  

弟1濃度区   5  25  20000  第1濃度区  

第2濃度区   0．5  2．5    20000  第Z濃度区  

弟3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率 脂質含榊芝学芸三：…三笠魚種（コイ）            ホ縮倍率 駆含有率芝学芸 認魚種（〉  

＼    12日後   25日後  39日後   50日後   60日後       ＼  日雀   日雀  日後   日後   日後   
州l度（膵／L）   4．42   4．36  4．32   4．83   5．10  

虔  

8                   ロ   倍  率  
州濃よ（－g／L）   0．454   0．460  0．421   0．454   0．473  

2                  第 2   
水槽濃よ（ ）  

第  
水槽濃よ（ ）  

3  3  

著査部会 第 70 回 19年 12月 21日 開催            事査部会 第  回  年  月   日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考  
［定柑藍における濃縮催事］第1濃よ区350借   

第2濃度区330借  

【定t下限濃度］  

鰍阻0％ 触第1濃度区0．30トg／L   
第2濃ま区0．030pg几  

供紬79．0％ 17ng／g  

［実施機関］財団法人化学物質評価間究機構  掴収事〕    供軸  



既存点検結果表示  

既存化学物質安全性点検データ   

経済産業公報（平成13年1月5日以前は通産省公報）公表内容  

濃縮性  データの説明   

3．5－ジーtert－プチルー2－ヒドロキシ安  

息香酸  
【官報公示整理名号：3－3034］  

平成15年10月14日   難分解性と判断される物質   

［CAS番号：19715－19－6］  

3，5－ジーte｛－プチルー2一ヒドロキシ安  
息香酸   難分解性であるが高濃縮性   
【官報公示整理番号：3－3034】  平成17年12月22E】  ではないと判断される物質   

［CAS番号：19715－19－6］  

物質情報   

構造式  

0クC＼8日  

CAS番号  19715－19－6  

点検対象物質名称  3，5－ジーte｛－プチルサリチル酸  

官報公示名称  官報公示整理番号   

3，5－ジーt－プチルサリチル酸  

分解性  

難分解性  

試験方法   

活性汚泥濃度  試験物頃億度   試験装置  試験期間  

濃縮性  

低濃縮性  

試験方法   濃縮度試験  

LC50値（96hr）  

5．82mg／L  

く＝2．4 ～ 4．1   

く＝23   

2008／10／17   http：／／www．safe．nite．gojp／data／hazkizon／pk＿kizon＿disp．htm［？k，nO＝1650  






